
平成28年度金沢市公共事業評価委員会 

 

１ 日 時：平成２８年１２月２２日（木）１０：３０～１１：５０ 

２ 場 所：金沢市役所４０５会議室 

３ 出席委員：髙山純一委員長、池本良子委員、小林雅裕委員、岡能久委員、安島弘子委員 

４ 議題：金沢外環状道路海側幹線Ⅳ期区間の事業継続について 

５ 配付資料：委員会次第・金沢市公共事業評価委員会名簿 

       金沢市公共事業再評価実施要領 

       金沢市公共事業評価委員会設置要綱 

       資料－１ 平成28年度再評価対象事業 概要説明資料 

       資料－２ 平成28年度再評価対象事業 説明資料   

 

 議事録 

 

【１．開 会】 

 

【２．開会挨拶】 

 

【３．金沢市公共事業再評価の実施について】 

（事務局より委員会の開催趣旨の説明及び委員長の選任） 

 

【４．事業の審査】 

  

◎「資料１」：（担当課より説明） 

◎「資料２」：（担当課より説明）  

小林委員） 県と市で施工区間を分けているのはなぜか。 

髙山委員） 山側環状線でも、国・県・市で分担して施工を行っている。また、予

算上の関係もあるのではないか。 

 担当課）  重要河川である浅野川の橋梁部や国道との取合い部は石川県で、その

他は金沢市で、それぞれ適切な事業主体が事業を行い、早期完成を目指

しています。 

 小林委員） 施工区間が分かれているが、道路の供用後に何かあった場合の責任の

所在はどうなるのか。 

 担当課）  道路管理者が責任を負うこととなる。 

       国・県・市と道路管理者は異なるが、対応について変わりは無い。 

 池本委員） ⅠとⅢ期にはあった緑地帯がⅣ期にはないが、Ⅳ期で環境配慮された

部分はあるのか。 

       橋梁下部工事の現場でもお伝えしたが、濁水の適切な処理をお願いし

たい。 

       取り付け道路の接続箇所について、交通配慮をお願いしたい。 

 担当課）  ⅠとⅢ期においては付近が住宅地が多い市街化区域のため、緩衝帯と

して緑地を設けたが、Ⅳ期は周囲が市街化調整区域のため、環境影響調

査を行った上で緑地を設けてはいない。 

       橋梁下部工事の濁水の処理に関しては適切に行います。 

       取り付け道路部の通行の円滑化に配慮します。 

 岡 委員） この事業には期待しているので、よろしくお願いしたい。 



 安嶋委員） 物価の上昇もあるので、早期完成をお願いしたい。 

 担当課）  ご意見をありがとうございます。 

 髙山委員） 千木ＩＣは両側から利用可能か。また、今回の事業範囲ではないが、

今町ＪＣＴはどうか。 

 担当課）  パンフレットのＩＣ及びＪＣＴの部分に「丸」又は「半丸」の記載が

ありますが、「丸」が両方向へ進行可能、「半丸」が片側への進行のみ可

能となっています。 

今町ＪＣＴは「丸」なので、両方向へ進行可能です。 

千木ＩＣは「半丸」となっており鞍月方面への進行しかできませんが、

円滑通行ができるように十分配慮していきます。 

 小林委員） Ｂ／Ｃ *の評価はマニュアル通りにされていると思うが、便益の検討年

数が 50 年というのはいかにも長い。また、社会的割引率の４％も経済学

でいうと内部収益率や市場の金利とは一致しなくてはいけないが、現在

の市場の利子率は０コンマ数パーセントであり、ものすごく差がある。  

このような仕組みは、どうにかならないのか。 

 担当課）  国のマニュアルであり、一自治体としては何ともし難いですが、ご発

言のとおりだと思います。 

 髙山委員） 特に反対意見も無かったと思いますが、他にご意見はございませんか。 

それでは、他にご意見等もないようですので、意見を集約したいと思い

ます。 

 先程委員の皆様と協議を行い、具申案をまとめましたので、報告させて

いただきます。（下記【意見具申】参照） 

 

【閉 会】 

 

【意見具申】 

（髙山委員長） 

 委員会意見を読み上げる 

 

 金沢市公共事業評価委員会意見 

 

１ 意見 

   審議依頼のあった、道路事業（海側幹線Ⅳ期区間）の再評価の結果及びこれに基づ

く対応方針（案）は、適当と認めます。 

 

２ 付帯意見 

   なお、今後の本事業の継続に関し、以下の点に配慮し、適切に対応されるよう申し

添えます。 

（１） 事業効果の早期発現を図るため、工期短縮に努めること。 

（２） 社会情勢や住民ニーズの変化に適切に対応して整備を進めること。 

（３） 一層のコスト縮減に努めながらも、事業の効果を最大限に発揮すること。 

（４） 事業に伴う環境や景観、交通等への諸影響に配慮すること。 

（５） 今後とも事業効果を客観的に評価し、市民に対し事業の必要性や目的、効

果を分かりやすく説明すること。 

（以 上） 

＊B/C とは、便益（B）÷費用（C）で算出される費用便益比のことで、B/C が 1.0

以上であれば整備効果が見込める事業とされている。便益＝（走行時間の短縮、

走行経費の減少、交通事故の減少を貨幣換算）、費用＝（事業費、維持管理費） 


